
事業概要 【保護者宛一斉配信システムの導入事業】

自治体名 滋賀県栗東市 人口 70,446人 事業費 173,712円

事業概要

市からの直接市内小中学校の保護者へ情報提供ができる「保護者宛一斉配信システム」を新規導入することによ
り、市全体に係る情報や非常変災時の情報配信が、学校を経由することなく迅速に行うことができるようになる。学
校を経由する非常変災等に関わる緊急連絡やその他の情報提供は、大変時間を要し、確実に伝わらないこともあ
り、市内小中学校のすべての児童生徒、保護者に安定したサービスが行われていないことが現状である。

具体

サービス

【保護者宛一斉配信システムの導入】

・市内小中学校に通う保護者へ市が情報を直接配
信することで、緊急連絡や情報提供の即時伝達が
可能となり、学校間格差も解消。

・イベントや研修・講演会等のチラシをデジタル配信し、
確実に保護者へ情報を届ける。データー配信はペー
パーレスにつながり、紙代、印刷代の大幅な抑制によ
りコスト削減にもなる。

主な

KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①配信システムアプリの登録者数
②市からのメッセージ送信数

【アウトカム指標（成果指標）】
①保護者向け評価アンケートによる満足度

保護者

市教育委員会

〈情報提供〉
・大雨、大雪警報等の対応
・熱中症特別警戒アラート
・不審者情報
・イベントや研修・講演会等のチラシの
デジタル送信 等

学校
・保護者の登録補助

・周知への協力



推進体制

◼ 庁内の推進体制

【各課室の役割】

財政課

連携部署

地方創生企画課
連携部署

市内小中学校

連携部署

連携
各部局長

副市長

庁内ワーキンググループ

広報課

連携部署

学校教育課

担当課

市行財政改革推進本部
推進本部

市長

教育長

事業実施責任者

名称 名称 役割

事業実施責任者 教育長 • 事業全体のマネージメント・進捗管理

事業担当課 学校教育課 • システムの調達、関連部署との調整、保護者宛一斉配信システムの利活用

（推進本部）
市行財政改革
推進本部

• 行財政改革、地域情報化及び行政情報化等（DX）の推進に関する統括

連携部署 地方創生企画課 • 事業全体のマネージメント、進捗管理等

連携部署 財政課 • 事業にかかる財政業務、管理

連携部署 広報課 • 事業について市民への周知（広報誌）

連携部署 市内小中学校 • 整備された保護者宛一斉配信システムの登録補助・周知への協力

広報誌による市民周知

財政業務・管理マネージメント
進捗管理

システムの調達、関連部署との調整
保護者宛一斉配信システムの利活用

登録補助
周知への協力

保護者向け学校評価
アンケートの実施



推進体制

◼ 事業推進体制

名称 役割

栗東市

・事業計画の立案
・報告書作成をはじめとする 事業全般の管理
及び 統括

・保護者宛一斉配信システムの運用

Classi
株式会社

・保護者宛一斉配信システムの提供

株式会社
宝文堂

・保護者宛一斉配信システムの調達

市内小学校
市内中学校

・登録補助、周知への協力、保護者向け学校評価アン
ケート

名称 役割

PTA役員 ・登録促進

保護者宛一斉配
信システム提供

Classi株式会社

市内小学校
（９校）

市内中学校
（３校）

システム提供

教育現場…登録補助・周知への協力

事業実施 PTA役員

PTA役員

市内
小中学校
保護者

栗東市

株式会社
宝文堂

利用契約

調達

契約


